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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】令和1年10月10日(2019.10.10)

【公開番号】特開2019-141680(P2019-141680A)
【公開日】令和1年8月29日(2019.8.29)
【年通号数】公開・登録公報2019-035
【出願番号】特願2019-82604(P2019-82604)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｍ   1/36     (2006.01)
   Ａ６１Ｍ   1/16     (2006.01)
   Ａ６１Ｍ  39/28     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｍ    1/36     １００　
   Ａ６１Ｍ    1/16     １００　
   Ａ６１Ｍ   39/28     １００　

【手続補正書】
【提出日】令和1年8月28日(2019.8.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　透析ユニット用の血液回路アセンブリ係合装置であって、
　血液回路アセンブリの後側の嵌合制御ポートと接続するように構成された複数の制御ポ
ートに隣接して前記透析ユニットのパネルに移動可能に搭載されたアクチュエータであっ
て、保持位置と取出し位置との間において移動可能なアクチュエータと、
　前記アクチュエータに連結され、前記アクチュエータが前記保持位置にあるとき、前記
血液回路アセンブリの前側の一部に接触するとともに前記透析ユニットの前記パネルに前
記血液回路アセンブリを保持するように構成され、かつ、前記アクチュエータが前記取出
し位置にあるとき、前記血液回路アセンブリを前記透析ユニットの前記パネルから取り外
すために解放するように構成されたリテーナ要素と、
　前記アクチュエータまたは前記パネルに連結され、前記アクチュエータが前記保持位置
から前記取出し位置まで移動したとき、前記血液回路アセンブリを前記パネルから離れさ
せるように前記血液回路アセンブリの前記後側の一部に接触すべく構成されたエジェクタ
要素と、を備える、血液回路アセンブリ係合装置。
【請求項２】
　前記アクチュエータは前記パネルに枢動可能に搭載される、請求項１に記載の血液回路
アセンブリ係合装置。
【請求項３】
　前記リテーナ要素は前記アクチュエータに固定されるか前記アクチュエータを有するよ
うに形成される、請求項１に記載の血液回路アセンブリ係合装置。
【請求項４】
　前記エジェクタ要素は、非活動または閉鎖位置と取出し位置との間において枢動可能で
ある、請求項１に記載の血液回路アセンブリ係合装置。
【請求項５】
　前記アクチュエータは、ユーザの親指によって前記保持位置から前記取出し位置に移動
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するように構成される、請求項１に記載の血液回路アセンブリ係合装置。
【請求項６】
　第１の血液回路アセンブリ係合装置および第２の血液回路アセンブリ係合装置を備え、
前記第１の係合装置は、前記パネルに搭載された前記血液回路アセンブリの第１の側に配
置され、前記第２の係合装置は、前記パネルに搭載された前記血液回路アセンブリの第２
の側に配置され、前記第１の側および前記第２の側は互いに対向しており、それによって
前記係合装置の前記アクチュエータがそれぞれユーザの第１の親指および第２の親指によ
って移動可能である、請求項１に記載の血液回路アセンブリ係合装置。
【請求項７】
　前記アクチュエータは、それぞれの保持位置から取出し位置まで互いから離れるように
移動可能である、請求項６に記載の血液回路アセンブリ係合装置。
【請求項８】
　前記エジェクタ要素は、前記取出し位置において前記血液回路アセンブリのポンプチャ
ンバの一部分と接触するように構成される、請求項１に記載の血液回路アセンブリ係合装
置。
【請求項９】
　前記リテーナ要素は、２つの対向するアームを備え、前記アクチュエータが前記保持位
置にあり血液回路アセンブリが前記パネルに搭載されたとき、前記血液回路アセンブリの
外面と２つの位置において接触して前記血液回路アセンブリを適所に係止するように構成
される、請求項１に記載の血液回路アセンブリ係合装置。
【請求項１０】
　前記アクチュエータは、前記保持位置に向かって移動するようにバネ付勢される、請求
項１に記載の血液回路アセンブリ係合装置。
【請求項１１】
　前記血液回路アセンブリが前記パネルに搭載され前記エジェクタ要素が非活動または閉
鎖位置にあるとき、前記エジェクタ要素のうち前記ポンプチャンバの接触している前記部
分に隣接する部分は凹部に位置する、請求項８に記載の血液回路アセンブリ係止装置。
【請求項１２】
　前記エジェクタ要素が軸を中心に枢動可能であって、前記軸に関して第１の側にある近
位部は前記アクチュエータのエジェクタ接触アームに接触するように構成され、前記軸に
関して反対の第２の側にある遠位部は前記血液回路アセンブリと接触するように構成され
ている、請求項４に記載の血液回路アセンブリ係止装置。
【請求項１３】
　前記アクチュエータの前記エジェクタ接触アームは、前記アクチュエータが押し下げら
れて取り出し位置に配置されているとき、前記エジェクタ要素の前記近位部を押し下げる
ように、また前記エジェクタ要素の前記遠位部を取り出し位置に上昇させるように構成さ
れている、請求項１２に記載の血液回路アセンブリ係止デバイス。
【請求項１４】
　透析ユニット用の血液回路アセンブリ係合装置であって、
　血液回路アセンブリの後側の嵌合制御ポートと接続するように構成された複数の制御ポ
ートに隣接して、また前記複数の制御ポートの両側において、前記透析ユニットのパネル
に移動可能に搭載された一対のアクチュエータであって、保持位置と取出し位置との間に
おいて移動可能なアクチュエータと、
　それぞれのアクチュエータに各々連結された一対のリテーナ要素であって、前記アクチ
ュエータが前記保持位置にあるとき、前記血液回路アセンブリの前側の一部に接触すると
ともに前記透析ユニットの前記パネルに前記血液回路アセンブリを保持するように構成さ
れ、かつ、前記アクチュエータが前記取出し位置にあるとき、前記血液回路アセンブリを
前記透析ユニットの前記パネルから取り外すために解放するように構成されたリテーナ要
素と、
　それぞれのアクチュエータまたは前記パネルに各々連結された一対のエジェクタ要素で
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あって、前記アクチュエータが前記保持位置から前記取出し位置まで移動したとき、前記
血液回路アセンブリを前記パネルから離れさせるように前記血液回路アセンブリの前記後
側の一部に接触すべく構成されたエジェクタ要素と、を備える、血液回路アセンブリ係合
装置。
【請求項１５】
　前記アクチュエータは前記パネルに枢動可能に搭載される、請求項１４に記載の血液回
路アセンブリ係合装置。
【請求項１６】
　前記リテーナ要素は前記アクチュエータに固定されるか前記アクチュエータを有するよ
うに形成される、請求項１４に記載の血液回路アセンブリ係合装置。
【請求項１７】
　各エジェクタ要素は、非活動または閉鎖位置と取出し位置との間において枢動可能であ
る、請求項１４に記載の血液回路アセンブリ係合装置。
【請求項１８】
　各アクチュエータは、ユーザの親指によって前記保持位置から前記取出し位置に移動す
るように構成される、請求項１４に記載の血液回路アセンブリ係合装置。
【請求項１９】
　前記アクチュエータは、それぞれの保持位置から取出し位置まで互いから離れるように
移動可能である、請求項１４に記載の血液回路アセンブリ係合装置。
【請求項２０】
　各エジェクタ要素は、前記取出し位置において前記血液回路アセンブリの一対のポンプ
チャンバのそれぞれの一部分と接触するように構成される、請求項１４に記載の血液回路
アセンブリ係合装置。
【請求項２１】
　各リテーナ要素は、２つの対向するアームを備え、前記それぞれのアクチュエータが前
記保持位置にあり血液回路アセンブリが前記パネルに搭載されたとき、前記血液回路アセ
ンブリの外面と２つの位置において接触して前記血液回路アセンブリを適所に固定するよ
うに構成される、請求項１４に記載の血液回路アセンブリ係合装置。
【請求項２２】
　各アクチュエータは、前記保持位置に向かって移動するようにバネ付勢される、請求項
１４に記載の血液回路アセンブリ係合装置。
【請求項２３】
　前記血液回路アセンブリが前記パネルに搭載され前記エジェクタ要素が非活動または閉
鎖位置にあるとき、各エジェクタ要素のうちそれぞれの前記ポンプチャンバの接触してい
る前記部分に隣接する部分は凹部に位置する、請求項２０に記載の血液回路アセンブリ係
止装置。
【請求項２４】
　各エジェクタ要素が軸を中心に枢動可能であって、前記軸に関して第１の側にある近位
部は前記それぞれのアクチュエータのエジェクタ接触アームに接触するように構成され、
前記軸に関して反対の第２の側にある遠位部は前記血液回路アセンブリと接触するように
構成されている、請求項１７に記載の血液回路アセンブリ係止装置。
【請求項２５】
　各アクチュエータの前記エジェクタ接触アームは、前記アクチュエータが押し下げられ
て取り出し位置に配置されているとき、それぞれの前記エジェクタ要素の前記近位部を押
し下げるように、またそれぞれの前記エジェクタ要素の前記遠位部を取り出し位置に上昇
させるように構成されている、請求項２４に記載の血液回路アセンブリ係止デバイス。
【請求項２６】
　透析ユニット用の血液回路アセンブリ係合装置であって、
　前記透析ユニットの制御ポートアセンブリに移動可能に搭載されたアクチュエータであ
って、前記制御ポートアセンブリは血液回路アセンブリの後側の嵌合バルブおよびポンプ
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制御ポートと接続するように構成された複数の空気圧制御ポートを備える、保持位置と取
出し位置との間において移動可能なアクチュエータと、
　前記アクチュエータに連結され、前記アクチュエータが前記保持位置にあるとき、前記
血液回路アセンブリの前側の一部に接触するとともに前記制御ポートアセンブリに前記血
液回路アセンブリを固定するように構成され、かつ、前記アクチュエータが前記取出し位
置にあるとき、前記血液回路アセンブリを前記制御ポートアセンブリから取り外すために
解放するように構成されたリテーナ要素と、
　前記アクチュエータまたは前記制御ポートアセンブリに連結され、前記アクチュエータ
が前記保持位置から前記取出し位置まで移動したとき、前記血液回路アセンブリを前記制
御ポートアセンブリから離れさせるように前記血液回路アセンブリの前記後側の一部に接
触すべく構成されたエジェクタ要素と、を備える、血液回路アセンブリ係合装置。
【請求項２７】
　前記アクチュエータは前記制御ポートアセンブリに枢動可能に搭載される、請求項２６
に記載の血液回路アセンブリ係合装置。
【請求項２８】
　前記リテーナ要素は前記アクチュエータに固定されるか前記アクチュエータを有するよ
うに形成される、請求項２６に記載の血液回路アセンブリ係合装置。
【請求項２９】
　前記エジェクタ要素は、非活動または閉鎖位置と取出し位置との間において枢動可能で
ある、請求項２６に記載の血液回路アセンブリ係合装置。
【請求項３０】
　前記アクチュエータは、ユーザの親指によって前記保持位置から前記取出し位置に移動
するように構成される、請求項２６に記載の血液回路アセンブリ係合装置。
【請求項３１】
　第１の血液回路アセンブリ係合装置および第２の血液回路アセンブリ係合装置を備え、
前記第１の係合装置は、前記制御ポートアセンブリに搭載された前記血液回路アセンブリ
の第１の側に配置され、前記第２の係合装置は、前記制御ポートアセンブリに搭載された
前記血液回路アセンブリの第２の側に配置され、前記第１の側および前記第２の側は互い
に対向しており、それによって前記係合装置の前記アクチュエータがそれぞれユーザの第
１の親指および第２の親指によって移動可能である、請求項２６に記載の血液回路アセン
ブリ係合装置。
【請求項３２】
　前記アクチュエータは、それぞれの保持位置から取出し位置まで互いから離れるように
移動可能である、請求項３１に記載の血液回路アセンブリ係合装置。
【請求項３３】
　前記エジェクタ要素は、前記取出し位置において前記血液回路アセンブリのポンプチャ
ンバの一部分と接触するように構成される、請求項２６に記載の血液回路アセンブリ係合
装置。
【請求項３４】
　前記リテーナ要素は、２つの対向するアームを備え、前記アクチュエータが前記保持位
置にあり血液回路アセンブリが前記制御ポートアセンブリに搭載されたとき、前記血液回
路アセンブリの外面と２つの位置において接触して前記血液回路アセンブリを適所に係止
するように構成される、請求項２６に記載の血液回路アセンブリ係合装置。
【請求項３５】
　前記アクチュエータは、前記保持位置に向かって移動するようにバネ付勢される、請求
項２６に記載の血液回路アセンブリ係合装置。
【請求項３６】
　前記血液回路アセンブリが前記制御ポートアセンブリに搭載され前記エジェクタ要素が
非活動または閉鎖位置にあるとき、前記エジェクタ要素のうち前記ポンプチャンバの接触
している前記部分に隣接する部分は凹部に位置する、請求項３３に記載の血液回路アセン
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ブリ係止装置。
【請求項３７】
　前記エジェクタ要素が軸を中心に枢動可能であって、前記軸に関して第１の側にある近
位部は前記アクチュエータのエジェクタ接触アームに接触するように構成され、前記軸に
関して反対の第２の側にある遠位部は前記血液回路アセンブリと接触するように構成され
ている、請求項２９に記載の血液回路アセンブリ係止装置。
【請求項３８】
　前記アクチュエータの前記エジェクタ接触アームは、前記アクチュエータが押し下げら
れて取り出し位置に配置されているとき、前記エジェクタ要素の前記近位部を押し下げる
ように、また前記エジェクタ要素の前記遠位部を取り出し位置に上昇させるように構成さ
れている、請求項３７に記載の血液回路アセンブリ係止デバイス。
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